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《博士論文要旨および審査報告》
小林孝秀関東における横穴式石室の
系譜と地域社会の実相
一一学位請求論文一一
I 論文要旨 小林孝秀
第 1章では関東地方における横穴式石室の導入問題(関東における横穴式石室
の導入は，およそ 6 世紀初頭から中葉にかけての頃である)を扱っている。この
中では特に茨城県土浦市高崎山 2 号墳の評価が注目される。論者は高崎山 2 号墳
の石室構造が九州系石室の要素を備えていることに着目し，従来の「常識」の枠
を超えた長距離交流が実在していたことを主張した口一方，従来から関東地方に
おいて初期石室が多く所在することが注目されでいた関東北西部(西毛，北武蔵)
の石室とは系譜が異なっていることを重視する。つまり，古墳時代後期の地域間
交流はいくつかの主要な交流関係に収散するものではなく，多様なありょうの可
能性を示唆した。この点は本論文全体に流れる核となる主張である。
第 2 章では常陸南部，下野，北武蔵，上総・下総を中心とする南関東の諸地域
の石室を扱い，各々の系譜と地域的特徴を探る。各々の分析はおおむね首肯でき
るが，この中で特に下野に所在する割り抜き玄門を有する石室の系譜について，
伯香西部の石棺式石室に求めた点は特筆される。従来からこの種の石室を出雲で
成立した石棺式石室に求める見解は披涯されていたが，詳細な検討によって山陰
地方における石棺式石室の地域性を抽出した上で，これに基づいた見解であり，
説得力を増したものとなっている。次に特に北武蔵の横穴式石室は無袖石室に始
まるが，このことは両袖石室が当初から認められる上野とは対照的であることに
留意した。しかし論者の考察はそうした現象面の指摘にとどまらず，両者の石室
受容層が異なるという政治・社会的側面にも及んでいることが注目される。この
ほか南関東における横穴式石室の詳細な分析によって，当地では狭長な平面形の
石室が多いこと，この石室は東海地方に系譜の淵源が連なるものであるが，各小
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地域産出の石材の特徴や構築階層によって変容が認められることを実態に即して
解明した。
第 3章では従来から畿内との密接な関係が指摘されてきた上野を扱っている。
上野における横穴式石室の特徴とみなされてきた前庭部の発展について，羨道の
埋葬部としての利用という観点を導いたことは論者のオリジナルな卓見である。
この背景に畿内の石室利用法(羨道の埋葬部としての利用)を認めている。また
石室構築や石材採取等の画期に畿内との密接な関係を認める。この点はすでに右
島和夫によって詳細な研究が発表されている。しかし東毛においては北武蔵との
関係がうかがえるのであり 7世紀前半に至つでもなお上野全体が単純に統一的
な文化・政治体制に収敬されたとは言えない複雑な状況を克明に復元した。
以上の考察に基づいて，第 4 章では関東地方の九州、1，東海，そして朝鮮半島に
まで及ぶ諸地方との交流の実態を跡付け，もって 6世紀----7 世紀に及ぶ社会体制
や政治史の復元に備えた。全体として論者の主張は 7世紀に至ってもをお畿内
と地方にとどまらない地方聞の交流を浮き彫りにし，特に 6世紀代には今なお畿
内を介さない海外との交流が活発におこなわれていることを実証した。
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E 審査報告
(主査)専修大学文学部教授土生田純之
専修大学文学部教授荒木敏夫
専修大学文学部教授矢野建一
駒揮大学文学部教授酒井清治
審査委員会は，提出された本論文を問題関心，研究の先進性，論文構成の説得
性，研究の到達点，考古資料収集の広さと実証性，将来展望の観点から審査した。
また，口述試験において，直接，請求者本人より上記の審査観点についての判断
材料をえた。
1 本論文は，従来地域内の系譜関係や編年作業に偏在していた関東地方の横
穴式石室研究を根本から見直した野心作である。すなわち，汎列島的な視座を重
視する観点から，まず横穴式石室自体の分析を資料に即して忠実に行い，その結
果に基づいて広い範囲での系譜関係を考究する。その際，地理的な近縁性を考慮
するあまり遠距離地域間の交流に対していたずらに臆するようなことはない。し
かし，一方では他の資料にも配慮して単一の素材(横穴式石室)のみに基づいた
安易な結論には慎重であるという，二段構えの研究であると評価できょう。こう
した姿勢は日本列島にとどまらず，朝鮮半島にまで比較研究の視線を投げかけて
いるのである。もっとも個々の石室については遠距離地方との比較研究もないわ
けで、はなかった。しかし，これらはいずれも単発の研究であり，各種石室の総体
を総合的に分析して系譜関係におよび，その上で古墳社会の復元を目指すという
研究姿勢は皆無であったと言って過言ではない。従来関東地方の横穴式石室研究
は，冒頭に述べたように研究視角が根本的には地域内にとどまり，朝鮮半島はお
ろか九州でさえ目を向けることがなかったのである。
2 以上のように，本論文はこれまで、になかった優れた視点(創見)が随所に
認められ，また関東の一地域といったせまい観点ではなく，全体を広く比較しな
がら考察した労作である D ただし，なお残された課題があることも事実である。
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特に，以下の二点は，今後解明に挑まなければならない喫緊の課題であろう。
そのーに，詳細な分析によって様々な問題点を抽出して古代国家形成期の論点
を見出したにもかかわらず，そうした国家形成に直接かかわる考察を行っていな
いことである。もちろんこれは，考古資料の制約・限界を意識して慎重な姿勢を
堅持したものである。しかし，今後の研究指針を示すためにも方向性は示すべき
であった。
第二に，横穴式石室の導入期において北武蔵の無袖石室と上野の両袖式石室が
対照的に存在することは事実であり，その比較研究は重要であるが，同時期上野
にも無袖石室は存在する。むしろ，こうした関東における横穴式石室の初現期に
出現する無袖石室は，積石塚に伴うことも多く，渡来人との関連性が疑われるも
のも存在する。朝鮮半島の事例をも含め，こうした点にも踏み込んだ言及があれ
ば，さらに優れた論文になったものと思われる。
ただし，こうした諸点については小林氏もその必要性をよく理解しており，口
述試験において今後の課題とすることを表明している。
3 口述試験について
土生田，荒木，矢野，酒井の 4委員によって行われた。委員からの総括的質問
と個別的質問に対し，小林氏は適切かつ明快に答え，十分に対応したと判断でき
た。なお，傍聴者は16 名であった。
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